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１　目的
障害を持つ子どもの保育については三木安正（1911-
1984）を中心とする「異常児保育室」での実践等、戦前か
ら見られたが（河合,2012）、戦後においても1950年代前半
には全国保育事業研究大会で障害を持つ等の「特異児童」
も保育所への措置理由とすべきとの主張がなされた（宮下
[1976a]9）。厚生省児童局では1957（昭和32）年に全国の保
育所から募った障害児保育の事例集を刊行した（宮下
[1976b]9）。
1968（昭和43）年頃東京都杉並区等で、はじめて「障害
幼児に対する権利としての保育要求の運動」が起こった
（三島[1974]17）。三島敏男（東京都江東ろう学校）は、1973
（昭和48）年は東京都で「障害幼児保育」に関する施策の
「意見」、「報告」、「答申」が３つ出され、国において「中
間答申」も１つ出されたという理由から、この年を「障害
幼児保育元年」と呼んだ（三島[1974]15）。
東京都調布市では、1970年（昭和45）年に市長が特殊保
育の意向を示し（山口[1973]17）、1972（昭和47）年に市立
保育園に障害児を措置し、クラスには「普通児担当の保母」
とは別に「障害児担当の保母」さらに「障害児保育のため
のフリー保母」を加えた（茂木[1973]14）。滋賀県大津市で
は1973（昭和48）年4月に幼稚園・保育所への入園を希望す
る 障 害 を 持 つ 子 ど も 全 員 の 入 園 を 決 定 し た （酒 井
[2007]159）。
1974（昭和49）年には厚生省が障害児保育事業を実施す
るため「障害児保育事業の実施について」を通知した。さ
らに「障害児保育事業実施要項」を定め、これにより「保
育所における障害児保育の制度化を実現させた（河合・高
橋[2006]218）。」
障害児保育が制度化される前後の状況において、現場の
保育所における障害を持つ子どもの実態はいかなる状況
であったのだろうか。また、現場の保育者や保育の研究者
は、障害を持つ子どもの保育に対し、いかなる点に関心を
持ち、いかなる課題を感じていたのであろうか。　　
戦後における障害児保育の歴史的展開や研究動向に関
する先行研究としては、戦後の保育所に関して挙げると、
障害を持つ子どもの保育制度・活動の歴史的変遷を分析
した榊原（2008）、戦後初期から1974（昭和49）年までを
対象に知的障害を持つ子どもの保育問題に関する言説を、
雑誌分析を通して論じた河合・高橋（2006）、「気になる」
子どもの研究の展開を3期に分け整理し、その視点の変化
を分析した若山（2017）などがある。だが、障害児保育の
制度化前後の時期から現代にかけての、障害児保育の対象
や関心・課題とする内容の変遷については、管見の限り詳
細な研究は見当たらなかった。
そこで本稿では、上記の時期に当たる20世紀後半以降の
現場の保育者や研究者が、どのような子どもを障害児保育
の対象として捉えていたか、どのような課題に関心を保持
していたかに関する文献レビューを、当時の保育雑誌等に
基づいて行うことを目的とする。
２　方法
具体的な課題として、20世紀後半以降の保育雑誌等には
どのような記事が掲載されていたのか、どのような子ども
が保育所に在園していたのか、保育者が障害を持つ子ども
の保育にあたりどのような課題や問題意識を持っていた
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のか、研究者がどのような子どもを障害児保育の研究対象
としていたのかを、保育雑誌の文献レビューを通して考察
する。
対象時期は障害児保育の制度化前後の時期である1960
年代～80年代前半から、障害児保育に対する理解が一定の
定着を見たと考えられる2010年代前半頃までとする。なか
でも障害児保育に関する実践的な報告が増加した70年代
を中心に考察する。
対象とする資料は、1950年代から現在にいたるまで、現
場保育者の実践や大学教員など保育研究者の知見を紹介
し、保育関係者の議論の場となった全国社会福祉協議会発
行の雑誌『保育の友』、1962（昭和37）年から1991（平成
3）年まで日本保育学会から発行され、学会発表要旨や論文
等が収められている『保育学年報』、その後続誌と位置づ
けられ、学術論文を掲載する『保育学研究』とする。
資料の選定については、『保育の友』は国会図書館のデ
ーターベースを使用した。検索キーワードとして、「障害」
「障害児」「障害児保育」「気になる子」「統合保育」「イ
ンクルーシブ保育」、さらに時代背景を考慮し「ちえおく
れ」「精神薄弱」「精薄」も選択し、雑誌名である「保育
の友」との2語による複合語検索を行った。その後、抽出し
た資料の題目および抄録を確認し関連ある内容と判断さ
れたものをレビュー対象として絞った。『保育学年報』お
よび『保育学研究』は、日本保育学会のホームページで題
目を確認し、関連ある内容と判断された資料を抽出した。
なお、日本保育学会発行の資料には「優秀児」をテーマと
したものがあり、インクルーシブ保育との関連からこれら
の資料も対象とした。その後、選定した資料に目を通し分
析を行った。
本稿は歴史的研究であり、用語は当時のものを用いる。
なお「ちえおくれ」、「精神薄弱」、知的障害等の用語に
ついて、本来その異同について慎重に取り扱うべきである
が、本稿では便宜上、厳密な区別は行わないものとする。
３　言語・知能・行動面の障害のへの関心と実践への摸
索―1960年代―
1960年代は、『保育の友』『保育学年報』において合計
35件の記事が確認された。『保育の友』については、1965（昭
和40）年の言語障害に関する記事が1件、1966（昭和41）年
に近江学園の創設者糸賀一雄（1914-1968）による「精薄の
幼児対策」が1件の計２件あるのみであり、いずれも1頁程
度の短い記事であった。60年代の資料の大半は『保育学年
報』に掲載された日本保育学会での発表要旨である。『保
育の友』の資料と合計させると「精神薄弱」・「発達遅滞」・
「精神発達遅滞」等は13件、言語発達遅滞・吃音等８件、問
題児・問題行動6件、非行3件、自閉症2件、優秀児２件、そ
の他（引っ込み事案）1件であった。言語、行動、知能の問
題に関心が集中しており特に「精神薄弱」・「発達遅滞」等
が多い。また、同一の報告者による複数の発表が多いなか、
「精神薄弱」・「発達遅滞」・「精神発達遅滞」等は多様
な報告者が確認され、関心を持つ研究者も多かったことが
わかる。
４　障害児保育への関心の高まりと方法論の摸索―1970
年代―
（１）障害児保育に対する関心とその意義の主張
1970年代においては、『保育学年報』11件、『保育の友』
43件の計54件の記事が確認でき、60年代に比べ増加してい
た。ただし、『保育学年報』については1971（昭和46）年
以降、「郷土に見られる保育の歩み」（1976年版）、「園
生活の環境づくり」（1977年版）等、特定のテーマに絞っ
た編集がなされるようになっており、障害児保育に関する
学会発表要旨や論文等の掲載は学会発表題目一覧を別に
すれば合計11件であり、60年代に比べ減少している。また、
そのほとんどはテーマが限定される前であった1970（昭和
45）年版に集中している。そのため70年代の資料の大部分
は『保育の友』の記事となっている。
1970年代には、保育所保育指針の作成にも関わった（岡
田[1983]28）日本福祉大学の宮下俊彦（1912-1982）が、1976
（昭和51）年度に「障害児保育ノート」と題した記事を1年
間連載しており、70年代の『保育の友』に掲載された障害
児保育に関する記事の約3割を占める。
宮下の「障害児保育ノート」は、障害児保育の歴史、障
害児を保育所や学校から排除することへの批判、障害児保
育の意義、障害児の尊厳に関する主張が多くを占めてい
る。たとえば宮下は、ヨーロッパではりんごの形や大きさ
が不揃いだが、どの花も間引きされずに実を結ぶというた
とえ話を用いる。そして、粒のそろっていないりんごも美
味しいと述べ、にもかかわらず日本は「粒のそろったりん
ごだけをだいじにする」と指摘した。「一人ひとりの違い
をみ、よりわけをせず、おちこぼれをつくらず、すべての
花の実を結ばせようとするのが障害児保育です」と述べ、
多様な子どもを育てる意義と結び付けて論じた（宮下
[1976c]9）。また、ビートルズが譜面を読めなかったことを
例に挙げ、そのため彼らが約束事に捉われずに自分の思い
や生活を自由に歌い、優れた成果を上げたことを障害児保
育と関連付け、「ビートルズは、歌の世界をかえました」、
「障害児保育が治療教育の世界をかえることも、夢ではあ
りません」と説いた（宮下[1976d]9）。
「障害児保育ノート」には、赤ちゃん語を否定し「アン
ヨ」と言わずに「アシ」という言葉を初めから教えること
に懸命になるのは言葉の発達の道筋から外れている、とい
った具体的な方法論に言及しているものもあるものの（宮
下[1977]9）、連載での宮下の主要な主張は障害児保育に対
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する意識の変革を目的とする内容が多かった。
（２）実践報告の充実とその内容
①実践報告の増加
70年代の『保育の友』では、障害児保育に関する各保育
所の実践報告も増えていた。障害児保育制度化の影響と考
えられる。1978（昭和53）年度には毎月、各地の保育所で
の障害児保育実践に関する記事が連載された。宮下が連載
記事において障害児保育の方向性や有効性を論じたり、障
害児保育に対する理解を訴える記事を多く書いたのに対
し、各地の保育所における実践報告は子どもの状態や保育
所の対応、保育に伴う子どもの変化等が詳細にわかる内容
となっている。また、記事執筆者である保母等自身の障害
児保育への要望も記述されている。1979（昭和54）年に「保
育所における障害児の受け入れについて」（厚生省児童家
庭局長通知）で改正されるまで障害児保育は指定施設方式
となっており、改正後は受け入れ体制が整っている保育所
ならよいとされた（村田[1986]8−9）。連載においても、た
とえば仙台市の鶴ケ谷第二保育所は、仙台市で障害児保育
を実施する2か所の１つとして、9名という多数の障害児を
受け入れていた（大和田[1978]44-45）。子どもの障害は自
閉症、ダウン症、精神薄弱・発達遅滞等が多いほか、診断
のついていない子どもの実践も見られた。
②自閉症児の保育
連載では全国の保育施設の事例が紹介されているが、連
載11回のうち２回が自閉症児を事例として取り上げてい
る。東京都町田市の保育園では、1978（昭和54）年度に、自
閉症の4歳女児が入園した。身長・体重は他児と変わらな
かったが、「ことばがほとんど出ず、足音もほとんどなく」、
騒音を嫌い「健常児のにぎやかな声をさけるように」して
いた。園での散歩の時は座っておんぶを要求した。小さい
きれいな箱などを好んでいた（こうさぎ保育園[1987]44-
45）。いつの日か、女児の「心が開け、通じ合うことがで
きますように」との記述や「心を開く保育」というタイト
ルがあるように、女児について心を開いていない子どもと
捉えていたことが窺われる。
女児は入園後、当初は保育室に下履きのままで上がって
いたのが、保母のことばがけで下履きと上履きを履き替え
ることができるようになった。また、当初は他児が話しか
けても反応は見られなかったが、入園後の変化として騒音
があっても他児の中にいられるようになり、他児の行動や
会話を気にするような姿を見せるようになり、それまで食
べなかった弁当や他人が持っている食べ物も食べるよう
になった。入園当初はおんぶやだっこを要求していたが、
保育所生活を続けるうちに他児と同じように元気に歩け
るようになった。他児も女児に話しかけたり頬に触れた
り、食事の際に自分以外の子どもがこぼしたものを拾うな
ど保母を手伝おうとする行動が見られ、障害を持つ女児の
存在が他児に良い影響を与えていることを指摘した（こう
さぎ保育園[1978]44-45）。『保育の友』への掲載が1978（昭
和53）年8月であったので、同年度の入園後、数か月でこう
した変化が見られたことになる。
こうさぎ保育園では職員の目標として、定員60名の「小
規模保育園」であることから、「職員一人ひとりが全園児
を把握」することが挙げられていた。また、「日常生活の
様子、特徴など母親と話し合いながら、あせらず様子を見、
これだけはしてはいけないということについては、泣いて
騒いで反抗しても、させないようにする方向で試」みてい
た。保護者と相談しながら、担任保母だけで担当するので
はなく全職員で、あせることなく方向性を明確にして指導
していたことが窺われる。
③ダウン症児の保育
ダウン症児の保育は１名報告されており、宮城県仙台市
の保育所の5歳女児である。３歳以上児65名のうち9名いた
障害児の一人であり、3クラスに障害児は3名ずつ、各クラ
ス2名の複数担任による保育という体制であった。女児の
障害の程度は「精神薄弱（中程度）、ダウン症候群。ビネ
ー＝MA二：二、IQ44」であった（大和田［1978］44）。女
児は自分の意志のある時は素早いが、そうでないときは座
り込んだり怒ったりした。自分の要求は、手を引っ張った
り、ウーアーの発音で示した。保育目標としては、体力を
つけること、および身辺自立の２つとした。おんぶ、だっ
こを受け入れながらも少しずつ歩かせ、遊びを通して体を
動かすことを教えた（大和田［1978］44）。
結果、６か月ほどで食事、排泄、着脱衣などは、保母の
わずかな介助でできることが増えた。また、他児にトイレ、
食事、睡眠を促していると真似をするようになった。おん
ぶでの通園から歩いての通園となった。保育所での成果を
見た母親は、それまで親がすべてしていたことを反省して
いたという。
さらに、「かごめ」で鬼として目隠しをし真ん中に座る
などして他児と遊んだり、他児に手を触れられたり自分か
ら話しかけたりもするなかで、言葉が出なくても人とのか
かわりの楽しさを知ったようだと記されていた（大和田
［1978］44-45）。
報告者の大和田は、試行錯誤を繰り返しながらも、障害
児保育について「その子に応じた関わり方をしていく」点
など、「保育そのものには、なんの違いもない」と思うよ
うになったという（大和田［1978］45）。
④「精神薄弱」「発達遅滞」等を持つ子どもの保育
上記③と重複するが、「精神薄弱」・「発達遅滞」と診
断されたことが記載されている事例が3件あった。また、当
初は「健常児として入所」した子どもについての報告も見
られた（長尾[1978]44）。香川県の保育所に通う男児であり、
入所時は1歳であった。ひきつけを起こし服薬の必要もあ
ったが、入所時に両親からの情報提供はなかったという。
しかし「目の光の違いや、離乳食を食べさせる時のひとか
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たならぬ苦労で、他の園児との違いが感じられた」（長尾
[1978]44）。この経験から、他児との比較が可能な保育所入
所によって、障害の早期発見・早期治療に繋げやすくなる
という保育所の使命についても指摘されている。男児は他
児と比べて歩行や排泄の自立も遅かったが、3年で便器に
座らせると排尿できるようになった。しかし「大便は五歳
の現在でも、パンツの中にしてしまう」という状態だった。
言葉は5歳の時点でもママ、アレ、センセなど13語のみであ
った。1978（昭和53）年8月に児童相談所で中度Bの障害児
と診断され療育手帳の交付を受けた。1973（昭和48）年8月
生まれであるから、記載によれば満5歳の時である。「多く
の障害がある（長尾[1978]45）」と認識される子どもであっ
た。
男児は保育所生活を通して、好きな女の子ができたり泣
いている子が気になったりするようになる。亀やザリガニ
に興味を示し、いつまでも見入っていた。男児は太鼓橋の
3段目までにしか登れなかったのが上方まで登れるように
なり、こうしたわずかな変化に他児が気付いて保母に伝え
るにくるなど、男児の存在は他児の成長にも繋がってい
た。担任保母は、男児の保育にあたり、他児に助けられて
いる、他の保母も男児が気になって仕方がない、給食室の
職員も男児の給食室へのお使いに快く応対してくれると
感じていた。そして「障害のみに目を置かず、できること
を見つけてのばしていこう」「健常児と共にあそび、共に
学んでいってほしい」という考えを示した（長尾[1978]45）。
そして「保育所で集団保育可能な子どもは、普通学校で共
に過ごさせてやってください。声を大にして叫びたい気持
ちです」と訴えた（長尾[1978]45）。障害児保育の制度化か
らまだ間もないと言える時期に、「多くの障害がある」と
された男児の保育を実際に経験した保母が、男児が養護学
校ではなく「普通学校」に行く方が望ましい、「普通学校」
で教育を受けることが可能だという結論を持ったことは
興味深い。
他にも勝手に動き回るなど行動面の問題、他の子どもと
遊べないなどコミュニケーションの課題、てんかんを持つ
子どもなどが挙げられていた。実はてんかんを持つ子ども
の保育も2例報告があるが、てんかんそのものよりも言葉
や知能の遅れ、行動面の問題が課題として挙げられてい
る。
たとえば、福岡県の保育所で保育が行われた入園時3歳5
か月だった女児について、診断あるいは症状として紹介さ
れていたのは「てんかん症状」であり、てんかん症状のほ
かは「測定不能だが知恵遅れがみられるということで、確
とした診断は下されていなかった。」だが、記事で保育上
の課題として挙げられていたのはてんかん症状への対応
だったわけではない。女児は「ことばが全くなく」、排泄
も「時・所ところかまわず」という状態であった。食物を
受け付けず、小さな物音にも敏感ですぐに目覚めて泣きわ
めいたという。道路を歩かせることなく「母親の背の上だ
けの生活が入園の日まで続き」、母親の背中でないと寝る
ことができず、母親は毎晩よつんばいになり、女児を背中
に乗せた状態で自らの睡眠をとっていた。「手もなく、足
もなく、ことばもなく、意志もなく」入園してきたと報告
者の小田は記述している（小田[1978]44）。
女児が入所した施設は全園児70名（うち3歳未満児12名）
に対し保母5名、園長未設置という「手一杯の人員構成」で
あり、小田は「当町の保育園は障害児保育が制度化されて
おらず」という認識を語っている（小田[1978]44）。このよ
うな状況のなか、保育所で女児に対する課題としたのは、
水が飲みたいなど自分の意思を伝えること、および食事や
排泄といった身辺自立であった。また、母親の養育に問題
を見出しており、母親がしつけをせず過保護であるため女
児は「手も足も必要でない」状態だと指摘し、女児が自分
で行動を伝える機会がないことから母親に「待つ忍耐」を
促した（小田[1978]44-45）。
その後、約1年の保育園での生活を経て、女児は母の日の
歌を繰り返すことで「お母さん」などの言葉が言えるよう
になり、コップの方向をあごでしゃくって飲水の欲求を伝
えるようになった。また、「狭い便所の中で格闘」と表現
される排泄訓練の結果、「おっこ」と尿意を伝え、自ら便
所に走り、たどり着くまでは尿意を我慢して便器で排泄で
きるようになり、さらには「あいさつをすること、靴をは
くこと、弁当を食べること、パンツをはくことなど」も身
に着けていった。母親は謝意から園舎の周りに四季折々の
草花を植えたという（小田[1978]44-45）。
このように、てんかん症状を持つ女児の場合も、保育上
の課題はてんかん症状への対応よりも身辺自立や母親の
養育態度の改善が重視された。保母も、女児の保育の経験
を通じて女児のために保育室を不在にする際も他の保母
や給食調理員と協力し「臨機応変、サッと保母不在の保育
室の穴を埋め」られるようになるなど体制の向上を実現し
た。加えて、障害児に門戸を開くと同時に、そのための考
慮の必要性を主張した（小田[1978]44-45）。明記されてい
ないが、十分な職員配置などを意味していると考えられよ
う。
⑤保育者から見た障害児保育の課題
これら実践報告に多く共通するのは、対象児の課題やそ
の対応の報告のほか、家庭保育特に母親の育児への批判、
母親の育児疲れや就労の困難に対する懸念、保育行政の貧
困に対する批判、障害児保育に伴う保母の疲弊に対する問
題意識、集団保育の高い効果、障害のある子とない子を共
に保育することへの賛同等の記述である。課題を指摘しつ
つも、おおむね保育者は、障害児保育は障害児本人にとっ
て有効であり、また共に保育される「普通児」にとっても
有効であると考えていた。
たとえば、名古屋市の施設では、実家からも離れて暮ら
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し、子どもが大声で泣くために近隣との関係も悪化した母
親の例を挙げ、「母親を追いつめるものが、あまりにも多
過ぎた」と指摘する（祖父江[1978]45）。そして「一人で背
負わないで皆で（祖父江[1978]45）」、「一家族だけで育て
得るものではものでもありません。その地域全体で育てる
ものでしょう（祖父江[1978]44）」と、母親一人ではなく地
域全体で子どもを養育することこそ当たり前だと主張し
た。母親に対しては、泣き声が大きくなったことは成長し
た証だと前向きな助言をし、入園を歓迎した。家族は入園
可能な地域に引っ越しをし、子どもは4月に入園したとい
う。
また、職員会議や研修に対し「十分な時間がとれない」こ
と、「気軽に相談できる専門機関や専門家との連携がほし
い」（大和田[1978]45）、「障害児の発達を保障するために
は、必要な人手と必要な手だてが要求されることを痛感
し、園や保護者の財政的負担をなくし、全ての子どもの全
面的な発達がはかれるよう積極的な行政を望まずにはい
られません」などの行政に対する要望が見られた（くるみ
保育園[1978]45）。
このように、1970年代は研究者による障害児保育の意義
の主張や、保母等による情景が目に浮かぶような具体的な
実践報告が多く掲載された。課題とされたのは言葉の遅
れ、身辺自立の遅れ、行動面の問題、コミュニケーション
能力の遅れ等のほか、保育者や研究者からは家庭や行政に
おける問題も提示されている。障害としては自閉症や「精
神薄弱」・「発達遅滞」の子どもが多かった。
５　方法論の明確化への摸索―1980年代―
1980年代において障害児保育に関する記事は67件確認
され、70年代同様に大部分は『保育の友』の記事である。80
年代には医師・荒井良の連載「障害を理解する知恵」、そ
して東京都立教育研究所の指導主事や武蔵野短期大学に
務めた村田保太郎の3年に渡る連載「障害児保育への道」が
あった。80年代の記事67件のうち33件までが83年から86年
までの村田による連載、10件は1980（昭和55）年度に掲載
された荒井の連載である。70年代に連載された宮下の記事
を含め、70年代後半から80年代にかけて、障害児保育の連
載記事が継続して『保育の友』に掲載されていたことがわ
かる。70年代の宮下や80年代初頭の荒井の連載は障害児保
育の推進を説くなど思想を扱ったものが多く、障害児保育
の理解を広めようとする意図が窺われる。
対して80年代前半から半ばにかけ長期連載を行った村
田の記事は「ちえ遅れ」をはじめ、肢体不自由、病弱、言
葉の遅れなど各障害種について順番に論じているほか、い
うことをきかない、我慢ができない、偏食であるなど、よ
り具体的な特性を持つ子どもの保育の方法を論じている。
障害児の孤立や障害児の親への接し方に関する回も見ら
れ、70年代に比べ問題意識の範囲も広がっている。内容は
障害児保育の具体的な方法論に関する内容が多い。障害児
と接する現場の保育者が行動をおこす上で参考になる助
言などである。たとえば、「ちえ遅れの子」に対する指導
として、「集まりなさい」「並びなさい」「前へ進みなさ
い」などの指示を与える場合に、声だけで号令するのでは
なく、その場所に小さな円を描いて印をつければ障害児に
わかりやすいと述べている。保育室で子どもと話をする際
には、じっとしていられない子への対応として、抱いたり
手を握ったり肩を抱いたりすればじっとしていることが
できると助言している。食事や読みきかせの行動も一定の
パターンをつくり、いつも同じにすれば障害児も行動の予
測がついて動きやすくなる、などの助言もある（村田
[1984]34-35）。70年代の宮下の連載と比べても内容が具体
的な助言となっており、80年代には保育に取り組む保母へ
の詳細な助言が可能なだけの研究・実践実績が蓄積され
てきていたことが窺われる。連載は単行本として出版され
た（村田,1986）。
６　障害児保育の記事の減少と2000年代以降の関心の高
まり―1990年代以降―
1990年代には障害児保育関係の資料は10件と減少した。
しかしながら2000年代は22件と再び増加した。2010年代前
半では『保育の友』は12件、『保育学研究』は25件、計37
件であった。特に2013（平成25）年は9件と多いが、これは
同年の『保育学研究』で特集「保育と特別支援」が組まれ
たことに起因する。2011（平成23）年より『保育学研究』の
発行が年2冊から3冊に増加したこともあり、2010年代前半
だけですでに2000年代を上回っていることがわかる。
2010年代以降の関心の特徴としては、従来の障害児保育
以外のキーワードの使用頻度が高まっていることが挙げ
られる。本稿で対象とした雑誌では「気になる子」をキー
ワードとする資料は、2010年代前半までで16件あった。う
ち10件が2010年代以降であり「気になる子」の用語の使用
頻度も高まっている。さらに「特別な支援」「特別な配慮」
「特別なニーズ」等の用語がタイトルになっている論文
が、2013（平成25）年の特集の影響もあり2010（平成22）年
以降5件あった。2000年代には『保育の友』で1件、『保育
学研究』で1件あったのみであるから、特別支援に対する関
心も2010（平成22）年以降高まっていることがわかる。『保
育学研究』では自閉症など発達障害に関する論文も2000
（平成12）年以降増加した。一方、それらと入れ替わるよ
うに統合保育に関する論文等は2000年代前半を最後に見
られなくなる。また、インクルーシブ保育に関する記事は
2010年代前半までに関しては2013（平成25）年の『保育学
研究』に1件掲載されているほかは、ほぼ確認できなかっ
た。しかしながら、今後インクルーシブ保育に関する関心
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も高まっていくことは確実であろう。
７　まとめ
保育雑誌における障害児保育の動向は、まず60年代には
「精神薄弱」の子どもを中心に学会での研究発表が多く見
られ、60年代には保育分野における障害を持つ子どもに対
する関心が保持されていた。60年代から80年代までは障害
児保育に関する資料が増加し障害児保育に関する関心も
高まっていくことが窺われる。70年代までは障害児保育へ
の理解の促進や「精神薄弱」等の子どもの保育の実践内容
への関心が高いものの、80年代にはより多様な障害を扱う
ようになり、具体的な支援方法へと関心も移行していく。
特に70年代は具体的な実践報告が豊富に見られるように
なった。障害児を受け入れた施設の工夫や課題に関しての
数多くの実践報告は、障害児保育が制度化されて間もない
当時の保育者たちにとって非常な参考となったものと思
われる。80年代になると記事そのものは増えるものの、村
田の連載記事が多くを占めるなど、各保育園の実践報告よ
りも専門家の専門知識への需要が高まったことが窺われ
る。
その後、1990年代に障害児保育の記事が減少した理由は
不明であるが、障害児保育に対する関心が薄れたというよ
りも、むしろ障害児保育に対する認識が広まり、専門書も
多く出版されるなどすでに知識や実践の蓄積ができてい
たことから、70年代、80年代に見られたような障害児保育
に特化した実践報告や専門家による連載の需要が減って
いったのではないかとも推測される。
さらに2000（平成12）年以降の記事の増加やテーマの変
化は、2007（平成19）年より学校教育において特別支援教
育が開始されたこと、発達障害への関心が高まったこと、
保育分野で「気になる子」と表現される子どもが増えたこ
とと関連づけられよう。
本稿は、あくまでも障害児保育を実践する側の視点に基
づく資料を分析対象とすることが多かった点について留
意したい。保護者および障害児保育を受けた子どもの視点
からは、20世紀後半以降の障害児保育はどのように認識さ
れていたのであろうか。今後の課題としたい。
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